























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































黄 鍾(ク フ ウ ≡ンヨ ウ) 壹 越(イ チコソ) 二
大 呂(タ ソ サヨ) 斷 金(タ ン ギ ン) 二填
太 蔟(タ イ ソウ) 夲 調 《 ヒヤウデウ) ホ
爽 鍾(ケ フ シ ヨ ウ) 勝 絶(シ ヨ ウ セ/) へ
姑 洗(コ セ 冫) 下'旡(シ モ ム) へ 、‡
仲 呂(チ ウ リヨ) 双 調(ソ ウデウ) 1・
菱 賓(ス ヰ ヒン) 鳬 鐘(フ シ 專 ウ) 蓄燐
林 鍾(1)ン シ ヨ ウ) 黄 鐘'(フ ウ,シキ) イ
夷 則(イ ソク) 鸞 鏡(ラ ジゲ イ) イ 蠶
南 呂(ナ ン暢 ヨ) 盤 渉(バ 冫 シ キ) 口
旡 射(プ 土 キ) 紳 仙(シ ン セ ン) ノ丶
應 鍾(フ ウ シ ヨ ウ) 上 旡(カ ミム) ノ丶輪




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































中 ・短 律 長 呂 和 洋
吾 音 音 音
曲 階
も
曲 階 曲 名 名
一 宮 一 一6一 一一宮 一
■
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一4-… ト ・… 一5一
一3一 _へ 罫
… ヘ …・-4一 牛
一2-… ・ホ ・… 一=3一 音
_.二i賎
基一1一 ・… ニ … 一一2一
音 ._ハ 擦
一 ハ …・-1一 基
階 ○
ロ ー'
調
亨
イ"
0^音
目 ノ丶
墜調
長 … 長
音 …
二
九
か
く
の
如
く
聲
明
に
て
も
基
晋
の
宮
が
十
二
律
の
い
つ
れ
か
に
位
置
す
る
か
に
よ
り
調
子
が
決
定
さ
れ
、
三
曲
と
十
二
律
で
あ
る
か
ら
合
計
三
十
六
の
調
子
が
出
る
も
實
際
は
天
台
に
於
て
は
(我
宗
は
こ
の
流
れ
な
り
)
左
の
調
子
を
用
ふ
。
　
ハ　
　
や
　
　
　
　
　
　
ハ　
　
　
{騨
癖
鞭
鮴罫
貫
言
印
ち
進
流
で
は
呂
曲
1
一
越
調
{
律
曲
ー
甼
調
・
盤
渉
調
1中
曲
-
黄
鐘
調
例
を
圖
に
示
せ
ば
(晋
階
鬮
參
照
)
(例
)
…
…
…
宮一
(
中
曲
罕
調
)
瓔
+
冖徴一
墓
昔
踊
擘
管
隲
勝
夲
瞭
登
上
肺
盤
鸞
黄
鳬
双
下
務
卆
斷
登
士
頭
盤
・
γ
…
…
・
商　
一宮一
三
〇
嚠
一
一
徴
角
　
「
爭
曲
壹
越
謬
商一
瀏一
『宮一
萇
ゴ
ム
ヨ
蜀
…゚
挧
㈲
曲
節
。
聲
明
に
は
リ
ズ
ミ
ヵ
ル
な
も
の
と
し
か
ら
ざ
る
も
の
跏
.ち
拍
子
物
と
無
拍
子
物
と
が
あ
り
序
曲
(自
然
的
な
拍
子
で
型
に
は
ま
ら
ず
)
定
曲
(
一
定
の
拍
子
に
は
ま
る
)
倶
曲
(序
曲
と
定
曲
を
併
用
)
破
曲
(序
曲
・
定
曲
と
の
型
を
破
る
)
の
四
種
と
な
る
。
定
曲
は
拍
子
が
主
と
な
り
洋
樂
は
こ
れ
で
あ
り
序
曲
は
節
の
み
が
主
と
な
り
聲
明
獨
特
の
も
の
で
あ
る
。
次
に
拍
子
に
つ
い
て
見
る
に
西
,洋
樂
で
は
彊
弱
々
々
と
來
れ
ば
二
拍
子
、
強
弱
々
と
な
れ
ば
三
拍
子
と
明
ち
か
で
あ
る
が
聲
明
の
拍
子
は
ど
う
も
わ
か
り
に
く
い
。
序
曲
の
拍
子
は
前
述
の
如
く
無
拍
子
と
い
ふ
も
の
の
一
種
の
綏
徐
な
自
由
な
リ
ズ
ム
と
思
へ
ば
よ
い
。
定
曲
の
拍
子
は
洋
樂
と
似
て
凡
て
の
篩
に
對
し
作
用
す
る
。
墓
本
は
二
拍
子
三
拍
子
で
且
各
々
牛
減
せ
る
拍
子
が
許
さ
れ
る
か
ら
四
種
の
打
方
と
な
る
。
三
拍
子
組
織
の
を
本
曲
拍
子
、
二
拍
子
組
織
の
拍
子
を
樂
拍
子
と
云
ふ
。
更
に
兩
拍
子
に
各
四
種
の
打
方
が
あ
り
吏
に
各
々
に
本
拍
子
(基
礎
の
一
拍
子
)
牛
拍
子
(本
拍
子
の
牛
分
)
延
拍
子
、(本
拍
子
に
牛
拍
子
を
加
ふ
)
只
拍
子
(牛
拍
子
に
本
拍
子
を
加
ふ
)が
あ
る
。
譱
÷
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㈲
甲
乙
兩
樣
。
聲
明
の
曲
節
中
最
も
多
く
使
は
れ
る
節
は
「
ユ
リ
」
で
こ
れ
は
不
思
議
に
宮
か
徴
音
に
限
ら
れ
宮
を
ユ
リ
と
せ
る
を
甲
様
、
徴
を
ユ
リ
と
せ
る
を
乙
樣
と
云
ふ
。
反
對
に
甲
樣
か
乙
樣
か
で
霄
が
判
じ
ら
れ
る
。
㈹
博
士
(曇
日
譜
)
o
以
上
に
よ
り
淨
ぴ
出
た
メ
ロ
デ
ィ
は
洋
樂
な
ら
五
線
譜
で
記
載
せ
ら
れ
る
が
、
聲
明
に
て
は
晋
階
よ
り
メ
ロ
デ
ィ
を
強
調
す
る
た
め
線
で
上
下
曲
直
し
て
示
す
「博
土
」
と
稱
す
る
晋
譜
を
用
ひ
る
。
翼
言
の
方
が
天
台
で
用
ひ
る
の
よ
り
簡
單
で
あ
る
。
之
に
種
々
あ
っ
て
、
「
只
博
土
」
「
古
博
士
」
(最
も
昔
樣
の
も
の
)
「圖
博
土
」
(出
晋
は
五
晋
の
約
束
で
規
定
し
第
二
節
以
下
は
只
博
土
の
樣
に
つ
く
)
「譜
博
土
」
(鬪
博
土
に
相
似
し
聲
の
高
低
に
よ
り
線
を
上
下
す
)
「
目
安
」
(大
原
に
多
く
使
は
れ
、
聲
の
動
く
ま
ま
を
線
の
上
下
で
示
す
)
「儼
譜
」
(
一
種
の
目
安
、
口
に
出
す
事
を
目
に
理
解
せ
ん
と
し
た
も
の
で
ユ
ル
所
億
ユ
ル
如
く
大
由
小
由
と
相
逹
し
て
表
す
最
新
式
の
も
の
)
「
五
晋
譜
」
(進
流
に
覺
意
以
來
用
ふ
)
等
が
あ
る
。
現
在
天
台
宗
で
は
こ
の
目
安
に
五
晋
博
土
の
意
向
を
加
へ
新
博
土
を
作
り
、
前
の
目
安
を
古
博
士
と
稱
し
今
の
を
單
に
「
目
安
」
ど
稱
し
て
お
り
、
本
宗
も
こ
の
流
れ
に
屬
す
る
。
帥
ち
一
字
の
上
中
下
を
起
點
と
し
、
一
々
晋
階
の
約
束
を
し
、
そ
れ
で
字
毎
の
出
發
晋
位
が
到
る
か
ら
以
後
は
そ
の
晋
を
基
と
し
上
に
向
く
か
下
に
向
く
か
で
即
ち
目
安
式
で
見
て
行
く
。
「
目
安
」
構
成
要
素
を
目
録
と
云
ひ
(
】
)
曲
の
決
定
(呂
律
申
何
れ
の
曲
か
)
(
二
)
甲
乙
兩
様
の
決
定
(
三
)
出
音
の
決
定
(始
め
の
普
は
何
か
)
(四
)
一一二
調
子
の
決
定
(前
遞
の
㈲
)
(
五
)
音
譜
の
決
定
(博
土
を
付
け
る
の
に
上
中
下
各
々
示
す
督
が
ち
が
ふ
)
の
五
で
あ
る
。
こ
れ
を
今
淨
土
宗
法
要
集
p
.
3
9
Q
LQ
沒
禮
讃
の
所
を
開
い
て
見
る
に
(
一
)
は
本
宗
で
は
中
曲
以
外
の
も
の
は
特
記
さ
れ
る
事
に
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
中
曲
で
(
二
)
は
此
場
合
不
要
で
あ
る
。
(
三
)
は
「南
無
」
の
「南
」
を
見
る
と
右
鬪
の
約
束
と
照
し
て
見
る
に
「
ウ
」
邸
ち
宮
で
あ
る
。
(四
)
の
調
子
は
下
書
で
あ
る
。
即
ち
調
子
は
淨
土
宗
で
は
一
越
調
甼
調
双
調
を
用
ひ
、
各
々
下
昔
虫
音
上
昔
と
名
づ
け
て
お
る
Q
だ
か
ら
上
中
下
と
い
つ
て
も
よ
い
加
減
の
上
下
で
な
く
下
晋
の
宮
は
一
越
の
晋
帥
ち
「
一こ
の
晋
、
中
・
上
そ
れ
ぞ
れ
李
調
双
調
部
ち
「
ホ
」
「
ト
」
の
晋
が
宮
音
と
な
る
。
だ
か
ら
此
頁
の
場
合
の
「
南
」
は
「
二
」
か
ら
始
め
二
調
の
晋
階
に
よ
っ
て
發
聲
し
て
行
く
べ
き
で
(
五
)
の
約
束
を
心
得
て
「
二
」
か
ら
出
て
線
が
上
っ
た
ら
宮
の
上
即
ち
商
即
ち
「
ホ
」
の
晋
を
出
せ
ば
よ
い
わ
け
で
稽
の
字
が
こ
れ
で
あ
る
Q
「禮
」
の
字
は
水
亭
線
な
ら
宮
だ
が
下
に
下
つ
て
居
る
か
ら
出
膏
圖
の
約
束
に
よ
り
賜
の
音
即
ち
「
ハ
」
の
晋
を
出
し
、
、
更
に
上
つ
て
居
る
か
ら
宮
帥
ち
「
二
』
音
を
出
せ
ば
よ
い
事
に
な
る
。
(以
上
の
外
倚
昔
律
に
關
し
て
記
す
べ
き
事
あ
る
も
難
解
で
長
く
な
る
し
本
宗
法
式
に
は
あ
ま
り
必
要
が
な
い
か
ら
略
す
る
も
、
更
に
後
記
の
參
考
書
に
よ
り
研
究
さ
れ
度
い
Q
)
三
發
聲
三
二
古
來
、
藁
言
に
て
は
次
の
四
種
の
悪
聲
、
三
つ
の
聲
の
病
を
擧
げ
排
斥
し
て
居
る
か
ら
參
考
に
供
す
る
と
、
驫
難
軈
難
ヂ
纛
韈
鶲灘
一擁
鱗
以
上
色
々
述
べ
し
も
、
聲
明
の
意
義
、
及
び
聲
明
晋
律
の
常
識
概
説
に
し
て
、
灘
明
の
理
解
の
一
助
に
も
と
そ
の
大
略
を
記
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
古
來
、
弘
法
は
「聲
字
即
實
相
」
と
ま
で
云
ひ
、
藁
言
教
徒
は
「
三
密
瑜
珈
の
行
業
隔
と
し
、
我
々
は
「讃
嘆
供
養
」
の
行
と
し
て
尊
び
來
つ
て
居
る
。
我
々
は
更
に
理
解
を
深
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
前
に
擧
げ
し
如
く
傳
道
上
の
力
甚
だ
大
に
し
て
信
心
塘
長
し
法
悦
攬
に
入
る
事
こ
れ
に
然
く
も
の
は
無
く
、
我
淨
土
教
の
先
覺
者
逹
、
善
導
・慈
覺
・艮
忍
・
源
信
・
蹇
也
等
々
、
佛
教
晉
樂
を
以
て
わ
か
り
易
く
力
強
く
傳
道
し
今
日
淨
土
教
宣
流
の
礎
石
を
固
め
て
ゐ
る
。
我
々
、
宗
教
藝
術
の
價
値
を
知
り
、
聲
明
の
妙
意
に
逹
し
大
に
振
起゚
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 
參
考
書
(音
律
)
「
日
本
宗
教
大
講
座
」
(宗
教
藝
術
篇
)
。
「
聲
明
の
歴
史
及
び
音
律
。
」
等
に
よ
く
ま
と
め
て
あ
り
、
こ
れ
ら
で
は
つ
き
り
蜘犀
明
の
特
色
(呂
律
・
五
晋
・
十
二
律
等
に
っ
き
)
を
つ
か
ん
で
、
「
日
本
音
樂
講
話
」
「
目
本
音
樂
の
調
子
の
話
」
「
日
本
上
古
晋
樂
史
」
「俗
樂
旋
律
考
」
等
と
照
合
せ
ぱ
、
そ
の
【晋
律
が
は
つ
き
り
す
る
o
此
一
丈
で
は
全
く
歴
史
を
詭
か
な
か
つ
た
が
、
,躍
明
に
闘
し
て
の
童
日
は
多
く
あ
る
か
ら
、
研
究
さ
れ
た
・
い
o
「
日
本
歌
舞
音
樂
略
史
」
(岩
波
丈
庫
)
な
ぞ
手
輕
る
に
よ
め
て
面
白
い
本
で
あ
る
。
三
三
インターネット公開許諾のない文章には
墨消し処理を施しています。
